































































































































































































































































































































































































































































ぜ本書はそのような魅力を持ったの ろうか。これはアラブ世界のマルクス主義者が、マルクス主義を単なる「借り物」ではなく、自分たちの歴史と文化に根ざした運動・理論として血肉化し、創造的に発展させようとして苦闘しているからにほかならないであろう。その際、彼ら 抱えている課題たかいの対象は、複合的な形を っ いると思われる。　
第一は、中東に対する帝国主義支配からの解放 課題であり、また帝国主
義支配を正当化す ため 作り出される「オリエンタリズム 的中東イメージの克服である。二〇世紀の中東におけるマルクス主義は（他のアジア・アフリカ地域においてもそうであるように）基本的に帝国主義からの解放を求める運動として発展してきた。中東の共産主義者の多くは、当初は植民地支配からの解放を求
める民族運動の闘士として闘い始め、その過程で帝国主義

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ジョア的見方／植民地主義的な見方とそれへの「反作用」／トゥラース「近代化」 諸潮流 トゥラースの問題をめぐるイデオロギー状況／アラブの民族解放運動 革命的内容／トゥラースに対する革命的立場／トゥラースをめぐる認識はなぜ複数存在するのか？／トゥラース認識は現在から出発する／トゥラース理解のための革命的な認識方法／この方法によって得られるトゥラース像／史的唯物論 方法はトゥラースの全側面を検討する／アラブ・イスラーム哲学における観念論 諸形態と唯物論的諸形態はど うに規定されるか／トゥラース理解にあ って参照すべきはトゥ スの置かれた歴史的状況／トゥラースの置かれた歴史 状況
はどのように規定されるか／アラ
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